
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本指導案は、付けたい力を「自分の考えを

明確にしながら読む力」とし、指導法や評価

の工夫をするにあたって参考となるよう、作

成しました。 

本指導案の見方について説明します。 

学力向上につながる小学校国語科の授業づくりⅡ 

本指導案の活用にあたって 

― 構成 ― 

１．本単元で付けたい力 

２．単元名 

３．単元目標 

４．目指す児童の姿 

５．本単元における言語活動 

６．交流について 

７．評価について 

８．「評価をするときに基とするもの(教師用) 

９．単元計画 

10. 各時間の学習展開例 

５．本単元における言語活動 

単元を貫いて位置付けた言語活動とその特

徴、その特徴が単元の目標の実現にどのよう

に結び付くのかを示しています。 

６．交流について 

 単元で行う交流の、具体的な目的を示して

います。 

７．評価について 

本研究で行った三つの評価の単元の中での

位置付けを示しています。 

また、「主体的な学びを喚起する評価」「一

時間の学びに対する評価」の手立てについて、

例を挙げながら示しています。 

10．各時間の学習展開例 

 

本時における指導法の工夫 

本研究では、四つの指導法の工夫を行いました。 

 

 

本時の展開の中で、どの指導法の工夫を位置付けて

いるかを示しています。 

「主体的な学びの喚起」「全体を把握して読む」 
「考えの明確化」「目的のある交流」 

授業改善のポイント 

本時に位置付けた指導法の工夫を実践するにあた

ってのポイントを示しています。参考にしていただ

き、児童の実態に合わせて指導実践してください。 

８．「評価をするときに基とするもの(教師用)」 

指導者が「単元を貫く言語活動に対する評

価」を行うときの基準と、その手立てを示し

ています。 

基準 

手立て 


